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○お問い合わせ　総務課出納係　TEL.２２－９３１４

平成27年度　水道事業会計決算のあらまし

　収入総額は、前年度と比較して約4億4,800万円減少し、約102億9,700万円となり、支出総額は、前年度と比

較して約10億6,000万円減少し、約74億5,000万円となりました。収入・支出ともに前年度より減少しましたが、

支出の減少額が収入の減少額を上回った結果、本年度の純利益は前年度と比較して約6億1,200万円増加し、約28

億4,700万円となりました。これは、東京電力からの東日本大震災に伴う原子力災害の損害賠償金約6億3,800万

円を特別利益に計上したことなどによるもので、これを除くと、ほぼ前年度並みの純利益となります。

　この純利益や、現金支出のない減価償却費などは、水道施設整備のための建設改良事業等の財源として使用します。

◆　平成27年度決算のポイント！　
●　特別利益（損害賠償金）を除けば、ほぼ前年度並みの純利益を計上

　借金である企業債の発行を抑制した結果、企業債残高は前年度に比べ、約14億6,900万円減少し、 約293億円

に縮減しました。

●　企業債残高は約293億円に縮減

◆　水道事業は収益的収支と資本的収支の２本建ての会計になっています！　

　水道局では、「独立採算の原則」のもと、皆さまからいただいた水道料金を主な財源として、
効率的な事業運営に努めているところです。平成27年度の決算が市議会で認定されましたの
で、その状況についてお知らせします。

※損害賠償金相当分

純利益の推移
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収益的収支（水道料金等の収入及び水道水を

つくり、 送り届けるための費用等）

単位：百万円［消費税抜き］　（　）内の数値は前年度決算との差

外部に対する
支払いを伴わ
ないため、こ
の分の現金は
企業内に蓄え
られ、建設改
良事業等の財
源となります。

水道料金
8,395
(55)

当年度純利益
2,847
(612)

収入合計
10,297 (▲448)

支出合計
7,450 (▲1,060)

減価償却費等
(非現金支出)
2,590 (▲74)

委託料・修繕費等
3,184

(▲1,004)

借入金の利息658 (▲38)

人件費1,018 (56)

その他
1,902

(▲503)

資本的収支（建設改良のために調達した資金

及び建設改良のための費用等）

不足額については、
純利益や減価償却費
等の内部留保資金

（自己資金）などで
補てんしています。

収入合計
1,722 (168)

支出合計
5,872 (▲258)

不足額
4,150

(▲426)

建設改良費
3,848

(▲261)

国からの借入金等
1,722 (168)

借入金の返済等
2,024 (3)

グラフを見ると、毎年着実に減ってきていること

が分かるね。

水道局では、今後増えていく水道管や施設

の更新工事に備えて、企業債の発行抑制や

繰上げ償還を行って、企業債残高の縮減に

努力しているんだよ。

企業債残高（借金）は減ってきているね。

今後は人口減少などで水道料金収入が減少

するため、現在のような純利益を確保する

ことは難しいと考えられているんだよ。

純利益は増えてきているね。

今後も増え続けるのかな？

将来のことも考えて水道事業を運営して

いかないといけないんだね。

赤字だけど、収益的収支の純利益や、内部留保資

金などで補てんする仕組みになっているんだよ。

資本的収支は赤字なの？

皆さまからいただいた

水道料金はこのように

使いました。

出前講座のご案内！

● いわき市の水道事業について
「未来に引き継ぐいわきの水道」をテーマに水道事

業の概要や現在の状況、水道料金の仕組みなどに

ついて、わかりやすく説明します。

【　時　間　】 １時間　　【対　象】 一般市民

【申し込み先】経営企画課　TEL. 22-9310

● 水道水のできるまで（施設見学）
浄水場を見学し、安全に飲める水道水ができる仕

組みや、水源となる川の水の大切さなどについて

説明します。

【　時　間　】 ２時間　　【対　象】 小学３年生以上

【申し込み先】浄水課　TEL. 22-9319

● いわきの水ってどんな水
水道水をミネラルウォーターなどと比べていただき、

味や安全性など、水質について理解を深めていた

だきます。

【　時　間　】 ２時間　　【対　象】 一般市民

【申し込み先】水質管理センター　TEL. 22-2419

● 水道の災害対策について
東日本大震災の経験を踏まえ、生活に欠かせない

「水」を確保するため、水道局がどのような対策を

行っているのかを紹介するとともに、災害時に用

いる応急給水器具の実演を行う体験型の講座です。

【　時　間　】 ２時間　　【対　象】 小学４年生以上

【申し込み先】配水課　TEL. 22-9319

　水道局では、皆さんの理解を深めていただくために、水道に関する「市役所出前講座」を行っています。

　水道事業の概要や水道料金のしくみについての講座や、災害時における水の確保等の体験型講座な

どを、職員がていねいに説明させていただきますので、ぜひご利用ください。

　受講を希望される場合は、10人以上で構成した団体・グループ等で、参加の申し込みをしてください。

　毎年ご好評をいただいている「水道カレンダー」を、今年も作成
しました。水道週間イベント「絵画作品展・写真展」の入賞作品や、
災害時に役立つ情報を掲載した、楽しくて実用的なカレンダーに
なっています。
　このカレンダーは、市内にある小学校に配布したほか、市の公共
施設や水道局の窓口で希望者にお配りしていますので、どうぞご利
用ください。
※12月上旬から配布し、無くなり次第、終了とさせていただきます。

「水道カレンダー 2017」を作りました

○お問い合わせ　経営企画課広報情報係　TEL.２２－９３０９

　水道局では、水道水源地や水道水をつくっている浄水場などの

見学会を毎年実施しており、昭和61年度に始まってから、これま

でに延べ2千名以上の方々に参加していただいています。

　今年は、10月15日（土）に、25名の参加のもと、好間川と上

野原浄水場の見学会を実施しました。

　参加していただいた多くの方々からは、水道水がつくられる過程

を直接見て、水道水の安全性、水道水源地の水質保全や水源涵養の

重要性を改めて認識することができたと喜んでいただきました。

　今後も、このようなイベントを実施していきますので、ぜひ参

加してみてください。

　当日の様子がわかる写真を表紙にも掲載しています。

か ん よ う

水道水源地をたずねて

水道水源地（好間川沿い）の様子

○お問い合わせ　浄水課庶務係　TEL.２２－９３１９
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